各種事務事業比較表　新旧対照表

	比較表

ページ
	事　　業　　名
	市町村名
	旧
	新

	７４
	高齢者介護予防・生活支援事業
	新津市
	１　介護者への支援等

①家族介護教室（痴呆老人を抱える家族の集い）

＜対象者＞　痴呆老人を介護している家族

＜事業実施方法＞　保健福祉センターで月1回開催

＜内容＞　情報交換，自由交流，介護知識，介護予防等

②痴呆予防従事者研修会

＜対象者＞　痴呆老人に携わる関係者

＜事業実施方法＞痴呆に関する事業を効果的および効率的に実施するための研修会
③老人保健福祉講座

＜対象者＞　一般市民

＜事業実施方法＞　高齢・痴呆の問題を自分の問題としてとらえ，福祉環境の向上に取り組むことを推進するための啓発事業。また，その受講者の中から希望者をボランティアとして育成し，必要に応じてフォローアップ研修を実施する。５回１コース／年

２　当事者への支援・予防等

①痴呆予防講演会

＜対象者＞　市民

＜事業実施方法＞　「痴呆は予防できる」をテーマに保健福祉センターで年1回開催。

②運動指導事業

＜対象者＞　各種健康教室受講者

＜事業実施方法＞　10月から週1回8回を１コースとして実施

＜内容＞　アセスメント・個別運動指導及び実技指導・参加者交流

③転倒骨折予防教室

＜対象者＞　各地区の高齢者

＜事業実施方法＞　在宅介護支援センターに委託して実施するが，市の保健師等も一緒に実施。10月から12月の間に６地区実施。４回１コース

＜内容＞　転倒骨折予防，閉じこもり予防，高齢者体操，食生活改善等

機能訓練事業，高齢者健康づくり事業あり
	１　介護者への支援等

①家族介護教室（痴呆老人を抱える家族の集い）

＜対象者＞　痴呆老人を介護している家族

＜事業実施方法＞　保健福祉センターで月1回開催

＜内容＞　情報交換，自由交流，介護知識，介護予防等

②老人保健福祉講座

＜対象者＞　一般市民

＜事業実施方法＞　高齢・痴呆の問題を自分の問題としてとらえ，福祉環境の向上に取り組むことを推進するための啓発事業。また，その受講者の中から希望者をボランティアとして育成し，必要に応じてフォローアップ研修を実施する。５回１コース／年

２　当事者への支援・予防等

①痴呆予防講演会

＜対象者＞　概ね６５歳以上の高齢者
＜事業実施方法＞　「痴呆は予防できる」をテーマに保健福祉センターで年1回開催
②運動指導事業

＜対象者＞　市民
＜事業実施方法＞　高齢者向き教室（通年月１回），一般向き教室（通年月１回）

壮年期平日教室（９回），壮年期休日教室（８回）を保健福祉センターで実施
③転倒骨折予防及び食生活改善教室
＜対象者＞　各地区の高齢者

＜事業実施方法＞　在宅介護支援センターに委託して実施するが，市の保健師等も一緒に実施。６地区実施。５回１コース
＜内容＞　転倒骨折予防，閉じこもり予防，高齢者体操，食生活改善等
機能訓練事業，高齢者健康づくり事業あり

	７４
	高齢者介護予防・生活支援事業
	亀田町
	１　介護者への支援等

①介護者のつどい

＜対象者＞　　ねたきりや痴呆の方などを介護している介護者

＜事業実施方法＞　　月１回

＜内容＞　　自由交流，情報交換など

②介護教室

＜対象者＞　　寝たきりや痴呆の介護に関心のある方など

＜事業実施方法＞　　町，社協，在宅介護支援センターで協力して実施

年２回開催

＜内容＞　　介護技術，施設見学，情報交換など

２　当事者への支援・予防等

①軽度痴呆性高齢者のつどい

＜対象者＞　軽度痴呆で歩行可能なもの

＜事業実施方法＞　週１回

＜内容＞　生活指導，養護，レクリェーション，健康チェック，家族介護教室等

②痴呆予防教室

＜対象者＞　痴呆予防に関心のある方

＜事業実施方法＞　在宅介護支援センターが中心となり，町も一緒に実施。

年３回開催。

＜内容＞　痴呆予防に関する話，ビデオ上映，ゲームなど

機能訓練事業，高齢者健康づくり事業あり
	１　介護者への支援等

①介護者のつどい

＜対象者＞　　ねたきりや痴呆の方などを介護している介護者

＜事業実施方法＞　　月１回

＜内容＞　　自由交流，情報交換など

②「ボランティア講座」の開催

＜対象者＞　　痴呆について学びたい方

＜事業実施方法＞　　町，社協，在宅介護支援センターで協力して実施
年６回１コース
＜内容＞　　高齢・痴呆問題を学び，安心して暮らせる町づくりを一緒に考える。
２　当事者への支援・予防等

①軽度痴呆性高齢者のつどい

＜対象者＞　軽度痴呆で歩行可能なもの

＜事業実施方法＞　週１回

＜内容＞　生活指導，養護，レクリェーション，健康チェック，家族介護教室等

②痴呆予防教室

＜対象者＞　痴呆予防に関心のある方

＜事業実施方法＞　在宅介護支援センターが中心となり，町も一緒に実施。

年５回開催。

＜内容＞　痴呆予防に関する話，ビデオ上映，ゲームなど

③「転倒骨折予防教室」の開催

＜対象者＞　おおむね60歳以上で転倒骨折予防に関心のある方

＜事業実施方法＞　保健師が在宅介護支援センターと共同で実施　６回１コース

＜内容＞　医師の講話，体力チェック，転倒骨折予防体操等

機能訓練事業，高齢者健康づくり事業あり


各種事務事業比較表　新旧対照表

	比較表

ページ
	事　　業　　名
	市町村名
	旧
	新

	７５
	高齢者介護予防・生活支援事業
	豊栄市
	１　介護者への支援等

①家族介護教室

＜対象者＞　高齢者を介護している家族や一般市民

＜事業実施方法＞　　保健福祉課で講師，会場借上等を手配し，教室を年２～３回程度開催する。

＜内容＞　情報交換，自由交流，介護知識と基礎実技，介護予防等

２　当事者への支援・予防等

①痴呆予防講演会

＜対象者＞　痴呆の高齢者を介護している家族や一般市民

＜事業実施方法＞　保健福祉課で講師，会場借上等を手配し，年１回開催する。

＜内容＞　痴呆の理解と対応の仕方について知識の普及と介護予防等の理解を深める

骨粗しょう症予防事業，機能訓練事業，高齢者健康づくり事業あり
	１　介護者への支援等

①痴呆介護教室

＜対象者＞　痴呆の高齢者を介護している家族

＜事業実施方法＞　保健福祉課で講師，会場借上等を手配し，教室を年４回開催

＜内容＞痴呆を持つ家族が痴呆について理解ができるようにする

２　当事者への支援・予防等

①転倒予防教室

＜対象者＞　60歳から70歳の一般市民で過去に転倒の経験のある人，

不安を持つ人

＜事業実施方法＞　保健福祉課で講師，会場借上等を手配し，教室を年４回開催

＜内容＞　体力測定、筋トレ、ストレッチ、運動の実施

骨粗しょう症予防事業，機能訓練事業，高齢者健康づくり事業あり


	７５
	　高齢者介護予防・生活支援事業

　　
	小須戸町
	1　介護者への支援等

①介護者のつどい

＜対象者＞　寝たきりや痴呆の方などを介護している介護者

＜事業実施方法＞　おおむね月１回

＜内容＞　看護・介護へのアドバイスや情報交換，介護者の健康管理など

②ボランティア養成講座

＜対象者＞　一般町民

＜事業実施方法＞　６回コース

＜内容＞　看護・介護へのアドバイスや情報交換、介護者の健康管理など痴呆に対する啓発とともに，高齢社会を支えるボランティアを育成する。

２　当事者への支援・予防等

機能訓練事業，高齢者健康づくり事業あり
	1　介護者への支援等

①介護者のつどい

＜対象者＞　寝たきりや痴呆の方などを介護している介護者

＜事業実施方法＞　月１回

＜内容＞　看護・介護へのアドバイスや情報交換・介護者の健康管理など

②ボランティア養成講座

＜対象者＞　これまでの養成講座を受講した者

＜事業実施方法＞　講座終了後のフォローアップとして年２回程度行う

＜内容＞　高齢社会を支えるボランティアを育成するとともに，ボランティア活動を進めていく上でのし園を行う。また，情報交換や話し合いを行う。

２　当事者への支援・予防等

①転倒骨折予防教室
＜対象者＞　中高年層で住民検診等から生活習慣病を予防したい方及び足腰の筋力低下が気になる方

＜事業実施方法＞　週１回６回コース（半日単位）

＜内容＞　健康チェック・体力測定・転倒予防体操・食生活指導など

体力測定により効果判定を行う。
機能訓練事業，高齢者健康づくり事業あり
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